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高緯度域における電子密度の緯度高度分布及びその季節、MLT、Kpに対する特

徴

Characteristics of electron density distributions at high latitude
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我々は高緯度域における電子密度分布について異なる地磁気活動度、季節、磁気地方時での構造を解明するた
め、E X O S - D (あけぼの)衛星に搭載されたプラズマ波動観測装置の多量のデータ( 1 9 8 9年～1 9 9 4年)を用いて電子密
度の統計解析を行った。その結果、各条件における電子密度構造の特徴及び変化が明らかになった。更に、得ら
れた密度分布に対して高度の関数を用いてフィッティングをかけ、極域における電子密度の経験的モデルを作成
し、実際の観測データと比較したところ良い一致を示した。

極域電離圏及び磁気圏におけるプラズマ分布の構造及び変化は十分に解明されていない。本研究では、高緯
度における様々な条件のもとでの電子密度分布の構造及びそのダイナミクスを明らかにし、その構造が生成され
る過程を究明することを目的としている。我々は異なる地磁気活動度、季節、磁気地方時における電子密度分布
について、E X O S - D (あけぼの)衛星に搭載されたプラズマ波動観測装置による多量のデータ( 1 9 8 9年～1 9 9 4年)を用
いて、電子密度を平均化することにより統計解析を行った。更に、得られた密度分布に対して高度の関数を用い
てフィッティングをかけ、極域における電子密度の経験的モデルを作成した。また、高緯度域におけるプラズマ
密度の減少(plasma cavity)及び増加現象に関し、電子密度の変化に低エネルギーの粒子フラックス及びプラズマ対
流がどのように影響しているのかを検証した。

本研究で得られた結果をまとめると以下のようになる。
( 1 )電子密度の経験的モデルをK p < = 2 +、夏の場合について作成し、実際の観測データと比較したところ良い一致

を示した。この事実より、高緯度の磁気圏における電子密度分布は比較的単純な高度の関数として表され得るこ
とが確認された。

( 2 )統計解析の結果から、電子密度減小領域(plasma cavity)の高度及び緯度に対する構造を明らかにした。更に
この減小領域はエネルギー数k e Vの降下電子フラックスが存在するオーロラオーヴァルと重なっていることが確認
された。

( 3 )カスプ/クレフト領域は統計的に電子密度が高いことが明らかになった。この領域にはエネルギー数百e Vの
降下電子フラックスが多く存在する領域であった。

( 4 )カスプ/クレフト領域における電子密度増加現象は低エネルギー降下電子による加熱が原因で起きていること
が示唆された。

(5)地磁気活動度が高い場合、polar capの特に昼間側で電子密度が増加することが確認された。
( 6 )電子密度の季節変化は不変磁気緯度が5 5度より高緯度かつ高度6 , 0 0 0 k m以下において存在することが確認さ

れた。


